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まず,WolfgangOchs博士 との交友 を語 りな が ら,同氏 の紹介 を させ て いた だ きた い.
Ochs氏と初 め て あ っ た のは,1979年の11月 で あ る.そ れ まで私 は英 国のDurham大学
の理 学 部 でPostDocを3年勤 めて いた.そ して,こ の11月 の初 日に新 しい 勤務先 ミュ
ンヘ ンのMax-Planck研究 所 に行 き,そ こで彼 と初 めて の挨拶 を交 わ したわ けであ る.
けれ ども,実 は,そ れ 以 前 に もす でに相 当の知 り合 い の間柄 で あった とい って もい いだ
ろ う.私 の博 士 論 文 は,中 間 子散 乱 か らの強 い相 互作 用 の双対 性 を探 る とい うもの で,
CERN-Mifnchencollaborationの当時最 新 のdataからOchs氏が作 った π π位 相解 析 の
解 が,そ の基 本 的 素 材 で あ った.こ の解 が発 表 され た とき,私 は博 士課 程 一年 の学 生だ
った が,未 見 のOchs氏 に手 紙 を書 き,解 の数値 を リクエ ス トした とこ ろ親 切 な コメ ン
ト付 で彼 の ク リス マ ス休 暇 直 後 に郵送 して くれ た.今 だ った らe-mailです ぐだか ら時
代 は変 わ る もの で あ る.図 面 な らや がて 論文 に発 表 され るが,数 値 生デ ー タ を送 って も
らっ たの が どん な に嬉 しか ったか.こ の よ うな ときに送 っ て くれ る人 もいれ ば,適 当 に
無視 す る人 もい る.Ochs氏 はき わめ て誠 実 に対応 す る人 で,そ れ を この二 十年 余 のお
つ きあい か ら知 っ て い る.ち ょ うどこのデ ー タが来 た のが 田無 の原 子核 研 で の研 究 会 の
日だ った の で,そ の 空 き 時 間 に数 値 をみ なが ら(コン ピュー ター な しで),ArgandLoop
とい う複 素 平面 上 の 曲線 にす ぐに手書 きで変 換 して い った.こ れ は ち ょっ と`職 人技'
だ ったの で,藤 井保 憲 先 生が の ぞか れ て 「や って るね.」 と冷 やか し半分 ほ めて くだ さ
った の も思 い 出 され て く る、 この デー タか らMandelstam平面 を走 る散 乱振 巾の零 点 の
分布 を求 め,ハ ドロン の 強 い相 互 作用 の双 対性 を議 論 した 江 口,福 来氏 との論 文 は,も
ち ろんOchs氏 に も送 り私 の 博士 論文 の一部 に もな った.こ の よ うに して博 士 論文 ま で
ず っ と,CERN-MUnchen解の 析 が続 い た.
初 めて の職 場 の英 国Durham大学 で読 んだ 中で,非 常 に印 象深 かっ た論 文 がや は り
このOchs氏の 論 文 で,Feynmanがリー ドしてい たCALTECにMax-Planck研か ら同 氏が
PostDocで出か けて 書 い た もの で あ る.こ れ はハ ドロン衝 突 で のハ ドロン多重発 生 の
解析 で,当 時OchsPlotとい われた 図 面 を含 む.大 角度 に生成 され たハ ドロン(p,π,K
な ど)の組 成 の横 運 動 量 依 存 性 と,ビー ム †流 に極 めて低 い低 横運 動 量 で 生成 され たハ
ドロンの組 成 の 縦 運 動 量 依存 性 の 一致 を明快 に示 した 図面 で あ る.こ れ は,も とのハ ド
ロン 中のパ ー トン が,ハ ドロ ン同士 の衝 突 で ヒ ッ トされ た後,ハ ドロン達へ 転 換 してハ
ドロンの 多重 発 生 を 引 き起 こす とい う描 像 を 見事 に裏 付 け るもの で あ る.私 は当 時の
私 の リー ダー だ ったAlanMartin氏に この論 文 が うん と面 白い と紹 介 した.お そ らく,
それ が 一つ の機 縁 とな っ て,私 が1979年にMax-Planck研に実際 に い って,彼 と同 じ部
屋 に住み,仕 事 を しば ら く共 にす る こ とにな ったのだ と思 う.
Ochs氏の 仕 事 のす ば らしい ところは,非 常に 直感 的 な描像 で,ハ ドロン の現象 をみ
るこ とで あ る.研 究 室 の 学生 に話 を して も らった ときに,「現 象論 とは 目に見 えな い こ
とをみ る仕 事 だ.」("Phenomenologyisanartthatmakesinvisiblevisible."だ
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ったか)と強調 され たの を覚 えてい る'が,同氏 とともに仕 事を しているとこれがよくわ
か る.時 折,同 氏は`少 し変 な こと'を い う.い ったい こんな考 え方が あるのだろ う
か,絵 で描けばそ うい えるか も しれ ないが,ま ず理論 とはいえないだろ う,と感ず るこ
とである.Max-Planck研の彼 の部屋 でこのよ うな話 が出ると,今,楽 しみが始 まった,
とよく思った ものである.初 めの うちは`少 し変 なこと'に 思われていることが,実 は
非常に緻密な(しか しは じめか らは数式 ではかけない)論理が背景 にあって,聞いてい く
うちにやがて非常に面 白い 新 しい理 論になってい くのである.その過程で何 回か起 こる
考 え方 の変貌が,こ た えられ ない.初 めての共 同研究でも,そ の約十年後,彼 を受 け入
れ研究者 として,フ ンボル ト基金で もう一度Max-Planck研にいった ときも,そ れ は変
わ らなかった.
当時 と違 って,こ の ごろ は(こ の講演 の主テーマ であ る)QCD[QuantumChromo-
dynamics;量子色力学]とい う理論 的な基盤が あって,こ れに基づいて強い相互作用の
理論は展開 され る.だ から,Ochs氏もそのQCDに通暁 されて理論的な防備 も堅くなっ
ている.しか し,や はり,こ こ数年ハ ドロン生成でのラ ピディテ ィ間隙の問題 を一緒に
考察 している と,氏 の直感 的描 像が非常 に生きているこ とがわか る.私 に とって は,
'Ochs氏は,人生で も学問で も兄貴分 に当たる人だが彼 のことを知 ったのは幸せ である.
***
だいたいこれで,同氏の紹 介は十分にできた と思 う.ラ ピデ ィテ ィ間隙の問題は講演
録の後半でふれ られてお り,近 い うちに共著論文 を発表す る予定 である.Ochs氏は若
い学生に素粒子論の話をす るとい う作業 を大変楽 しみに し,出発以前から,また到着か
ら発表 までず っと,私 にあれ これ相 談 し,全 力で草稿 を準備 し,見 事 な講演 をされ た.
聴講の学生諸君 にも氏の熱意 は十分 に伝 わ り,素粒子物理 の最先端の一つの切 り口の姿
を印象 にとどめた と思 う.この講 演は コンテ クス トごとにもっ とも大切な図面 を提示 し,
式を減 らし物理内容 を明確 に した ものである.こ こに,こ の講演録が国際交流委員会 に
よって公刊 され るこ とを うれ しく思 うとともに,今回の共 同研究の機会に深 く感謝 申 し
上げる.最 後に,Ochs氏はす でに早 々 と講演録 を完成 されていたが,私 の滞英等 の都
合 で,(もちろん十分に期限 内ではあ るが)折角早 く送っていただいたOchs氏の原稿の
刊行が遅れ たことをお詫びす る.
'先 ほどO
chs氏か らe・mai1で,これ は画家Pau1Kleeが彼 の作 品に関 していった言葉
`makeinvisiblevisible'を我々 の仕事[物理 で の現象論]へ適 用 した もので ある事 を教 えて い
ただ いた.確 かに,こ の数 年で 世界 が どん どん リンク されて い く気 がす る.
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